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闘停止協定が結ばれた。しか し、メ イ ン 号爆沈によ り

米西戦争が起きる可能性が大きい と見たア メ リカ
・ア

ジア艦隊は、1898 年 3 月、香港に寄港した際、密か

に香港の 独立運動側 と接触 を始めた。 アメリカ の 協力

が得られると考えた独立側は 、 4 月 25 日に米西戦争

が始まると、香港で密かに会議を開き、独立運動の再

開を準備した 。 独立闘争に新興列強の ア メ リカとい う

国が か かわっ て きた こ とで フ ィ リピ ン 人とス ペ イン

人との 間 の紛争は、「ス ペ イ ンの 国内問題 」または 「フ

ィ リピン 人とス ペ イ ン 人 の 争い 」 か ら 「列強の 思惑が

絡みあう国際問題 の 中で解決せねばならない 問題 と

な り、 彼等の 独立運動の 性格が
一

変する こ とになっ た。

　ス ペ イ ン の 弾圧や 監視がある フ ィ リピ ン国内と違

い 、 活動家たちは香港で は か なり自由に活動を行 うこ

とが出来た。また 、米西戦争期 に は、ア メ リカ 側 に よ

っ て、香港一マ ニ ラ間の電信が切断された為、香港は

フ ィ リピ ン へ の 物流 ・情報 の ゲー
トウェ イ とな り、香

港の 重要性が増す ご どにな っ た、彼等は この 香港 で、

「武器調達」 や 「支援国の協力を得る」 「世界に フ ィ

リピン の 窮状を配信する 」 などの、独立運動に 必要 と

された活動を自由に行おうと考えた 。 しか し実際には 、

これ らの 活動に関して は 、 効果的な結果が得られない

まま、8 月 13 日の 戦闘終了を迎えるこ とにな っ た。

その理由の
一

っ は、独立運 動側の中に存在した内部対

立に あっ た。

発表で は、「香港が対外活動の 拠 点となっ た 4 っ の

理由」、「香港内部に存在して い た 4 っ の 対立」、
「対立

が起きた 4 つ の理由」、そ して 「これらの 対立が どの

ような影響を独立活動に及ぼ した の か」 につ い て 、 史

料などか らの分析を試み た。

　こ の時代は 、フ ィ リピ ン 人活動家の 個々 の 活動が一

っ の 大きなム ーブ メ ン トとなっ て い っ た時代で ある。

結果的には、それ が フ ィ リピ ン におけるナ シ ョ ナ リズ

ム の 萌芽 に繋がっ た こ とは確かで はあるが、こ の発表

で は 「ナ シ ョ ナ リズ ム 」 そ の もの で は なく、活動家個

人が どの よ うな発言や行動をした の か とい うミク ロ

の 部分に着目し、 人間の 持つ あい ま い さや弱 さな ども

考慮しなが ら、彼等 の 書簡や、日本の外務省史料、そ

して副次的 に香港の新聞などを使っ て、彼等の 葛藤や

対立を描き出すこ とで独立運動の 別 の 側面を描き出

したい と考えた。

植民地下ジャ ワ華商の 対外志「卜 一 20 世紀初頭にお

けるス マ ラン貿易商の 活動

　　　工 藤裕子 （東京大学大学院人文社会系研究科）

　蘭印経済は20世紀初頭、砂糖やゴ ム の 輸出、米の 輸

入を中心に世界市場 との 結びつ きを強 め、い わゆる

「ア ジア間貿易」 が拡大した。 この 尉 竟下 で、華人が

どの ような経済活動を行っ て い たの か 、1900〜1930

年の 大手貿易商の 活動を追い ながら、華商と外世界と

の 閲 系を考えるの が本報告の 目的で ある。とりわけ多

くの 大手華商を輩出した、中部 ジ ャ ワ ・ス マ ラン を事

例に挙げる。

　ス マ ラン で は、19世紀末にアヘ ン の 専売請負制度が

廃止され る と、華人社会の リ
ー

ダ
ー

シ ソ プが公館エ リ

ートか ら貿易商に移行した。 大手貿易商は 、 砂糖 、 米、

大豆などの 国際商品作物の 貿易で大きな役割を担い 、

ジャ ワ糖の販売政策にも多大な影響を及ぼす存在だ

っ た。

　 「ジャ ワの 砂糖王」 とい われた黄仲涵を筆頭に、大

手貿易商は 19世紀末まで に ア ヘ ン専売請負で資本を

蓄積し、事業多角化の
一

環 と して貿易業に参入 した。

しか し1910年代には、新来華人 の 中からも貿易業で成

功を収める者が出現し、
ス マ ラン 商会幹部の

一
翼を担

うよ うになる。その 成功は、南方 へ の経済的な関心を

高め て い た 日本の 資本を利用 し、金融や海運、倉庫な

どの貿易イ ン フ ラを整備 した こ とに起因 した。日本と

の 交渉 の 先頭 に立 ち、ス マ ラン 華商界のまとめ役 にな

っ た の が 、 日本国籍保有者として ヨ
L一

ロ ッ パ 人待遇を

享受 した台湾籍民だっ た。ス マ ラン の 華商は
一

方 で、

オラ ンダ、 イギリス などの資本とも関係をもち 、 オラ

ン ダ、中国、英国などの 国籍や臣民籍を利用 して 、イ

ン ドや中国 へ と商業網を拡大するが、1920年代には ジ

ャ ワ外 に拠点を移 して い っ た。

　本報告で は、ス マ ラン 華人杜会の リ
ーダー

の 多くが

この ような貿易商だっ た点に着目し、植民地体制下に

お け る彼 らの事業展開の 特徴 を考察する 。

「バ マ ー ・ム ス リム 」 とい う生き方一 ビル マ 政府の

国民慨念とイス ラム系住民の 生存戦略

　　　　　　　　 斎藤紋子 （東京外国語大学大学院

　　　　　　　　　　博士 後期課程単位取得退学）

　本報告では、現代ビル マ における国民統合の 中で、
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